
I

I

（1） 第89号 金 木 だ よ り 昭和42年2月25日 (土）
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

ｒ
，
ｉ
‐
川
１
１
１
１
斗
１
１
一

二
一
○
番
」
の
正
し

い
利
用
に
つ
い
て

金
木
警
察
署
に
は
一
般
珊
務

用
と
し
て
コ
ニ
一
七
番
。
二

二
八
番
」
と
警
察
通
報
用
と

し
て
「
二
○
番
」
の
屯
話
か

設
肚
さ
れ
て
い
ま
す
。

一
般
珊
務
用
の
鯉
活
コ
ニ

一
七
番
。
二
二
八
番
」
は
、

普
通
の
用
件
で
利
用
す
る
た
め

の
も
の
で
、
警
察
通
報
用
の
地

話
．
一
○
番
」
は
、
み
な
さ

ん
が
盗
難
、
強
諭
、
危
難
等
に

際
し
て
緊
急
に
警
察
力
の
発
動

を
必
要
と
す
る
場
合
に
利
用
す

る
も
の
で
す
。

と
こ
ろ
が
、
こ
の
使
い
分
け

を
知
ら
な
い
た
め
か
、
普
通
の

用
件
で
も
「
二
○
番
」
を
使

用
す
る
方
が
あ
り
ま
す
の
で
、

そ
の
よ
う
な
こ
と
の
な
い
よ
う

｜
発
行
所

、
放
任
は
不
良
に
染
ま
る
赤
信

号
◎
ア
シ
危
い
、
そ
の
ス
ピ
ー
ド

が
死
を
招
く

◎
一
秒
待
つ
心
の
ゆ
と
り
が
身

を
守
る

、
と
び
出
す
な
車
は
急
に
止
ま

れ
な
い

、
防
犯
は
民
警
一
致
で
よ
い
社

会
＠
人
ご
み
の
心
の
隙
を
狙
う
ス

雨
防
犯
・
交
通
安
全
標
語
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近
年
、
「
一
日
内
閣
」
と
か

「
移
動
県
庁
」
と
か
い
っ
て
、

住
民
の
生
の
声
を
き
く
こ
と
が

は
や
っ
て
い
ま
す
が
、
金
木
町

で
も
、
日
頃
接
触
の
少
な
い
町

民
の
声
を
直
接
き
い
て
、
で
き

る
だ
け
行
政
に
生
か
し
て
行
き

猿
政
懇
談
裳
開
通
雑
惑

苦
情
や
注
文
が
ど
っ
さ
り

〃
公
民
館
・
道
路
・
給
食
″
が
中
心

～青森県社会課～ 町
で
は
町
民
の
声
を
直
接
き
い
て
、
行
政
運
営
に
反
映
さ
せ
る

た
め
に
、
部
落
ご
と
に
「
行
政
懇
談
会
」
を
開
き
ま
し
た
。

第
二
次
大
戦
中
亡
く
な
ら
れ

た
方
の
遺
体
、
遺
骨
で
、
仮

埋
葬
ま
た
は
寺
院
に
預
託
さ
れ

た
ま
ま
遺
族
に
伝
達
さ
れ
て
い

な
い
も
の
に
つ
い
て
は
、
い
ま

ま
で
各
方
面
の
ご
協
力
を
得
て

収
容
伝
達
に
つ
と
め
て
き
ま
し

た
。

ま
た
、
遺
族
の
不
明
な
も
の

に
つ
い
て
は
、
東
京
千
鳥
ケ
淵

戦
没
者
墓
苑
に
納
骨
さ
れ
て
い

ま
す
。し

か
し
、
ま
だ
収
容
さ
れ
て

い
な
い
遺
体
、
遺
骨
も
相
当
あ

る
と
考
え
ら
れ
、
現
在
そ
の
調

査
を
進
め
て
い
ま
す
。

こ
の
調
査
は
、
一
応
昭
和
四

十
二
年
二
月
中
旬
を
目
ど
と
し

て
進
め
て
い
ま
す
の
で
、
役
場

た
い
と
い
う
主
旨
で
「
行
政
懇

談
会
（
町
民
と
語
り
合
う
会
）
」

を
開
い
た
わ
け
で
す
。

懇
談
会
に
は
、
役
場
側
か
ら

町
三
役
寺
は
じ
め
、
教
育
長
、

各
課
長
が
出
席
、
町
政
全
般
に

わ
た
っ
て
苦
情
や
要
望
を
き
き

ま
た
は
県
社
会
課
へ
ご
連
絡
下

さ
い
Ｏ

①
遺
体
に
つ
い
て

ァ
・
戦
時
中
、
海
戦
ま
た
は
空

中
戦
に
よ
り
戦
没
あ
る
い
は

海
難
、
航
空
機
事
故
な
ど
に

よ
っ
て
殉
職
し
た
者
の
週
休

か
、
本
邦
沿
岸
に
瀕
簡
し
、

当
該
地
の
官
懸
も
し
く
は
住

民
が
仮
埋
葬
し
て
あ
る
も
の

イ
・
戦
時
中
、
空
中
戦
ま
た
は

航
空
機
邪
故
に
よ
り
戦
没
あ

る
い
は
殉
職
し
た
者
の
遺
体

で
、
当
該
地
の
官
悲
も
し
く

は
住
民
が
仮
埋
葬
し
て
あ
る

も
の
、
ま
た
は
そ
の
ま
ま
の

状
態
と
な
っ
て
い
る
も
の
。

②
遺
骨
（
遺
留
品
を
含
む
）
｜

ア
・
本
邦
内
駐
屯
の
部
隊
か
、

【金木第一保育所での行政懇談会】

ま
し
た
。
町
で
は
各
会
場
で
出

さ
れ
た
要
望
邪
項
を
検
討
し
、

で
き
る
限
り
昭
和
四
十
二
年
度

予
算
編
成
に
盛
り
込
む
方
針
で

す
。

各
会
場
と
も
、
学
校
給
食
の

実
施
、
公
民
館
の
建
設
、
造
路

の
躯
術
に
対
す
る
要
望
か
殿
も

強
く
出
さ
れ
ま
し
た
。

各
会
場
で
出
さ
れ
た
主
な
要

望
馴
項
は
つ
ぎ
の
と
お
り
で
す

一
、
喜
良
市
小
学
校三

月
十
日
）

①
謀
良
市
小
学
校
に
連
動
勘
霧

つ
く
っ
て
ほ
し
い
。

②
社
会
教
育
団
体
に
対
す
る
助

成
を
強
化
し
て
ほ
し
い
。

③
小
田
川
ダ
ム
建
設
に
伴
い
、

観
光
開
発
を
進
め
る
べ
き
だ
。

④
側
泄
を
整
備
し
て
ほ
し
い
。

⑤
保
育
所
の
班
具
を
允
実
し
て

ほ
し
い
。

｜
、
嘉
瀬
保
育
所

（
一
｜
月
十
三
日
）

①
戦
没
者
遺
族
に
対
し
て
思
い

や
り
の
あ
る
施
策
を
郷
じ
て
ほ

し
い
○

ｂ
匹
日
■
Ｕ
Ｄ
〃
，
。
ｈ
可
ｈ
■
Ⅱ
■
■
０
Ｊ
も
ｑ
●
凸
■
１
１
■
Ｐ
，
‐
８
口
。
可
Ｉ
ｉ
ｉ
８
ｒ
ｒ
Ｉ
０
Ｂ
■
日
日
日
日
，

菅
、

I

所
属
部
隊
の
遺
骨
（
遺
留
品
）

を
迩
族
に
伝
達
す
る
ま
で
の

間
、
供
養
の
た
め
部
隊
雌
寄

り
の
寺
院
な
ど
に
預
舵
し
た

が
、
部
隊
が
急
拠
移
駐
し
た

た
め
、
ま
た
は
終
戦
に
よ
り

部
隊
か
復
ｕ
し
た
た
め
辿
什

の
処
狸
が
な
さ
れ
て
い
な
い

も
の
。

イ
・
海
外
で
戦
没
し
た
者
の
迭

丹
を
戦
友
な
ど
が
持
ち
帰

り
、
引
揚
復
画
関
係
官
公
将

に
渡
さ
ず
、
自
分
で
祭
杷
を

行
な
っ
て
い
る
も
の
。

１
－
１
１
１
１

◇
。

も
ら
い
た
い
。

⑨
職
員
の
応
接
態
度
が
悪
い
。

一
、
蒔
田
小
学
校

（
二
月
十
四
日
）

①
蒔
田
小
学
校
の
鼓
笛
隊
の
細

成
に
助
成
し
て
ほ
し
い
。

②
蒔
田
小
学
校
の
校
庭
を
拡
張

し
て
ほ
し
い
。

③
老
令
者
、
乳
幼
児
の
医
療
に

つ
い
て
は
十
割
給
付
に
し
て
ほ

し
い
。

④
児
童
館
の
建
設
を
急
い
で
ほ

し
い
。

⑤
消
防
ポ
ン
プ
を
史
新
し
て
ほ

し
い
。

⑥
股
道
の
砂
利
撒
き
に
援
助
し

て
ほ
し
い
。

一
、
金
木
第
一
保
育
所

（
二
月
十
五
日
）

①
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
の
奨
励
や

畑
作
の
振
興
を
は
か
る
べ
き
だ

嘉
瀬
小
学
校
（
今
清
一
校
長
）

は
、
明
治
十
年
二
月
十
日
創
立

い
ら
い
、
こ
と
し
で
九
十
問
年

毒
迎
え
、
二
月
十
日
、
同
校
誠

②
街
灯
の
修
理
は
、
そ
の
つ
ど

実
施
し
て
ほ
し
い
。

③
逆
路
や
側
溝
の
整
術
は
年
次

計
画
で
実
施
し
て
ほ
し
い
。

④
栗
の
植
栽
を
奨
励
す
べ
き
で

あ
る
。

⑤
茄
瀬
小
学
校
の
放
送
施
設
に

対
し
て
助
成
し
て
ほ
し
い
。

⑥
保
険
税
か
商
い
。

⑦
消
防
ポ
ン
プ
を
更
新
し
て
ほ

し
い
。

③
税
の
徴
収
は
公
平
に
や
っ
て

Ｉ
く
１
，
１
１

嘉
瀬
小
で
九
十
周
年
式
典

湯
本
さ
ん
が
校
賦
贈
る

P

堂
で
関
係
者
を
集
め
、
盛
大
に

記
念
式
典
を
行
な
い
ま
し
た
。

式
典
に
は
、
同
校
出
身
の
鞭

至
る
町
道
を
拡
巾
盤
附
し
て
ほ

し
い
。

③
職
業
訓
練
所
に
対
す
る
助
成

の
燗
額
を
し
て
ほ
し
い
。

⑨
り
ん
ご
行
政
が
不
振
で
あ
る

一
、
川
倉
児
童
館

（
’
一
月
十
六
日
）

①
饗
の
川
原
線
を
町
道
に
編
入

し
て
ほ
し
い
。

②
山
道
、
林
町
、
藤
枝
の
道
路

の
抵
巾
整
備
を
進
め
て
ほ
し
い

③
農
業
セ
ン
ク
ー
を
つ
く
っ
て

股
業
指
導
機
関
、
団
体
を
収
容

。
‐
し
て
股
民
の
便
を
は
か
れ
。

④
川
倉
停
閉
場
附
近
に
防
犯
灯

を
設
匠
し
て
ほ
し
い
。

⑤
た
ば
こ
、
り
ん
ご
、
ビ
ー
ト

の
振
興
を
は
か
る
た
め
助
成
を

強
化
し
て
も
ら
い
た
い
。

⑥
川
倉
地
蔵
尊
の
祭
典
に
助
成

し
て
ほ
し
い
。

②
野
菜
の
栽
培
を
剰
岬
一
斗
１
珂

所
川
原
等
の
市
場
へ
供
給
す
る

方
策
を
識
す
べ
き
で
あ
る
。

③
町
独
自
の
展
業
試
験
場
を
設

匠
す
る
考
え
は
な
い
か
。

④
役
場
庁
舎
の
新
築
よ
り
も
、

公
民
館
を
建
設
せ
よ
。

⑤
公
民
舘
に
優
先
し
て
役
勘
庁

舎
の
移
転
新
築
蚕
は
か
れ
。

、
ゴ
ミ
や
雪
の
処
理
に
万
全
を

期
し
て
ほ
し
い
。

⑦
神
明
町
か
ら
ゴ
ミ
焼
却
場
に

内
力
士
二
子
岳
関
も
出
府
し
、

後
泄
を
励
ま
し
、
ま
た
、
同
校

の
先
號
で
東
京
で
材
木
業
を
営

ん
で
い
る
湯
本
疋
美
さ
ん
（
三

八
）
Ⅱ
旧
姓
斎
藤
Ｉ
が
寄
附
し

た
り
つ
ば
な
校
旗
も
披
醗
さ
れ

ま
し
た
。

創
立
九
十
周
年
記
念
珊
業
協

識
会
（
木
立
民
五
郎
会
長
）
と

同
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
（
小
川
内
班
一
郎

会
長
）
で
は
、
記
念
事
業
と
し

て
校
内
放
送
施
設
や
遊
具
を
賄

る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

・
町
で
は
昭
和
四

表
十
一
年
七
月
一
日

か
ら
十
二
月
三
十

謹
僻
畔
拙
崔
癖
》
州
幟

情
一
の
公
表
と
い
う
の

事
桐
雛
弛
耀
蝋

政
権
“
蝿
吸
醗
嘩
“
抑

財
の
状
況
、
Ⅶ
業
の

経
理
状
況
、
公
悩

及
び
一
時
借
入
金
の
現
在
商
を

説
明
す
る
た
め
、
毎
年
二
月
一

日
と
八
月
一
日
に
公
表
す
る
も

の
で
、
誰
れ
で
も
閲
覧
で
き
ま

す
。、

こ
の
た
び
公
表
さ
れ
た
税
明

帥
に
よ
る
と
、
予
算
現
額
が
二

徳
六
千
六
百
十
二
万
四
千
円

で
、
収
入
済
額
が
一
偲
九
千
六

十
九
万
七
千
円
、
支
出
済
額
が

二
億
六
百
四
十
四
万
五
千
円
、

差
引
一
千
五
百
七
十
四
万
八
千

円
の
資
金
不
足
と
な
っ
て
い
ま

す
。
こ
の
不
足
分
は
一
時
借
入

金
で
ま
か
な
っ
て
い
ま
す
。

事
業
の
経
理
状
況
は
、
川
倉周年記念式典】【九

児
亜
館
三
百
十
九
万
円
、
公
園

縦
伽
賀
百
九
十
六
万
七
千
円
、

観
光
行
訓
澱
六
十
一
万
四
千

円
、
公
溌
住
宅
雌
披
賀
九
百
十

二
万
円
、
教
職
口
住
宅
建
設
費

百
八
十
三
万
二
千
円
、
南
中
学

校
節
二
期
工
那
費
五
千
三
百
九

十
三
万
八
千
円
、
向
田
服
災
害

復
旧
工
邪
蛮
五
百
三
十
一
万
七

千
円
を
そ
れ
ぞ
れ
支
払
っ
て
い

ま
す
。

長
期
悩
の
現
在
高
は
七
千
八

百
三
十
三
万
一
千
円
、
一
時
借

入
金
二
千
百
万
円
と
な
っ
て
い

ま
す
。ま

た
、
住
民
負
担
の
状
況
は

町
税
六
千
八
十
八
万
二
千
円
、

こ
れ
を
町
民
一
人
当
た
り
に
な

お
す
と
三
千
五
百
七
十
三
円
、

一
世
帯
当
た
り
で
は
一
万
八
千

六
百
九
十
八
円
と
な
り
ま
す
。

Ｉ
選
挙
人
名
簿
の
登
録

申
し
出
は
い
つ
で

も
受
げ
付
け
て
い

ま
す

Ｃ
…
水
久
選
挙
人
名
簿
の
制

度
の
採
川
で
、
こ
れ
か
ら
は
毎

年
三
月
と
九
月
の
二
回
に
か
ぎ

り
、
薙
録
の
申
し
出
を
し
た
人

だ
け
が
、
永
久
選
挙
人
名
簿
へ

幾
録
さ
れ
て
ゆ
く
こ
と
に
な
り

ま
す
。○

…
こ
の
た
め
、
新
た
に
年

令
か
満
二
十
才
に
逸
し
た
人

や
、
町
内
へ
転
入
し
て
き
て
、

引
き
統
き
三
か
月
以
上
の
住
所

の
あ
る
有
権
者
の
方
は
そ
の
つ

ど
選
管
へ
申
し
出
て
下
さ
い
。

い
つ
で
も
受
け
付
け
て
い
ま
す

○
：
他
の
市
町
村
か
ら
転
入

し
て
き
た
人
が
、
薙
録
の
申
し

出
を
す
る
に
は
、
前
の
市
町
村

の
選
管
が
発
行
し
た
「
選
挙
人

名
諏
奄
鍬
証
明
苫
」
か
「
選
挙

人
名
簿
未
薙
録
証
明
杏
」
を
必

ず
持
っ
て
き
て
く
だ
さ
い
。
ま

た
、
印
鑑
も
必
要
で
す
。

○
・
：
町
内
か
ら
転
出
す
る
人

の
場
合
も
川
じ
く
、
町
の
選
祷

か
ら
「
選
挙
人
名
簿
番
録
証
明

評
」
な
ど
の
灘
類
を
持
っ
て
い

か
な
い
と
、
転
入
先
の
選
管
で

は
、
申
し
州
を
受
け
付
け
ま
せ

ん
の
で
気
を
つ
け
て
く
だ
さ
い

局
へ
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

「
金
木
町
選
挙

管
理
委
員
会
」

い
こ
と
は
、
役
場
の
選
管
事
務

○
…
選
挙
人
名
簿
の
く
わ
し

l….一‘’｡.一.‘‘､－．，‘'一.‘．.－.，‘.ー.…一・‘，'一.‘..一’.'.－ 生
ま
れ
た
人

☆
瀬
尼
佳
隆

（
苫
川
艮
列
）
金
木

☆
沢
田
冊
子
‐

（
裕
久
二
女
）
金
木

☆
三
上
満
仁

（
誠
一
長
男
）
神
原

☆
小
林
洗
美
‐

（
長
一
二
女
）
金
木

☆
中
谷
美
加
子

（
滴
彦
長
女
）
川
倉

☆
白
川
光
卸

（
美
籾
儀
艮
列
）
沢
部

☆
中
谷
美
野

（
勉
長
女
）
川
倉

☆
今
美
樹

（
俊
造
長
女
）
押
良
市

☆
工
膝
ゆ
か
り

（
勝
義
二
女
）
蒋
艮
市

☆
大
柵
光
子

（
頁
二
女
）
解
良
市

☆
柵
士
千
棚

（
誠
四
郎
二
女
）
再
良
市

☆
菊
池
恵
美
子

（
正
美
長
女
）
郷
良
市

☆
木
村
冬
樹

（
勝
三
長
男
）
啓
良
市

☆
占
川
幸
治

（
幸
太
郎
艮
兇
）
中
柏
木

■
■
■
■
■
■
■
・
■
■
■
旧
■
■
■
凹

■
■
聞
凹
■
■
■
一
●
“
■
■
■
■
■
■

大
雪
で
商
圧
線
や
変
圧
器
な
ど
が
非
粥
に

接
近
し
て
お
り
ま
す
。
感
砺
Ｗ
故
防
止
の
た

め
次
の
こ
と
に
ご
協
力
下
さ
い
。

①
悩
椛
に
の
ぼ
っ
た
り
、
晒
線
や
変
圧
器
な

ど
に
ふ
れ
る
よ
う
な
こ
と
は
、
絶
対
し
な

い
で
下
さ
い
。

②
蹄
お
ろ
し
の
と
き
は
、
航
上
や
近
く
の
価

線
に
充
分
注
葱
し
て
下
さ
い
。
ま
た
引
込

線
を
切
ら
な
い
よ
う
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う

③
巡
柱
や
晒
線
の
近
く
で
凧
上
げ
や
、
ス
キ

ー
あ
そ
び
な
ど
は
や
め
さ
せ
ま
し
ょ
う
。

④
素
人
の
魑
気
修
理
は
感
佃
事
故
の
も
と
で

す
。
必
ら
ず
佃
力
会
社
に
連
絡
し
て
な
お

し
て
も
ら
い
ま
し
ょ
う
。

⑤
切
れ
た
電
線
や
、
た
れ
た
電
線
を
見
た
ら
一

早
速
近
く
の
冠
力
事
業
所
に
連
絡
下
さ
い
一

竜

☆
吉
崎
剛

（
永
治
長
男
）
嘉
瀬

☆
小
山
内
ま
ゆ
み

（
藤
敏
二
女
）
中
柏
木

☆
吉
崎
法
年

（
鉄
治
二
男
）
那
瀬

☆
原
田
奈
奈
子

（
正
男
三
女
）
中
柏
木

☆
小
松
秀
子

（
久
似
長
女
）
嘉
瀬

☆
叩
海
光
友

（
他
一
二
男
）
粥
瀬

☆
土
岐
亮
子

（
述
栄
長
女
）
那
瀬

☆
川
巾
隆

（
雄
湖
及
男
）
〃
粥
瀬

☆
鵬
川
由
美
子

（
兼
光
二
女
）
諮
瀬

☆
内
海
卓
司

（
米
光
長
男
）
瀕
瀬

☆
鎌
田
絵
利
子

（
阪
美
長
女
）
癌
瀬

死
ん
だ
人

★
安
Ⅲ
み
つ
（
八
二
）
金
木

★
工
藤
り
さ
（
七
八
）
科
良
市

★
古
川
幸
太
郎
（
四
四
）
〃

★
小
山
内
繁
列
（
七
四
）
弼
瀬

★
今
ツ
セ
（
六
六
）
脈
瀬

★
山
中
さ
ど
（
七
四
）
嘉
瀬

出
生
と
死
亡

（
一
月
届
出
分
）

，0，0－．．ﾛロ00.■■■■･汀ﾛ・ﾛ･■■■■ﾛ。pﾛ』ローロロ･ﾛ・一■■0，0，－0，…■■■･･ﾛ。、'二
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四
月
か
ら
始
め
き
ま
す
。

て
い
ま
す
。
支
給
さ
れ
る
金
額
は

買
収
さ
れ
た
△
一
反
歩
未
満
は
一
万
円

農
地
を
旧
自

作
農
法
に
よ
っ

て
国
に
買
収
さ

れ
た
力
に
、
農

地
報
償
金
を
支

給
し
て
お
り
ま

す
。

ど
の
事
務
は

昭
和
四
十
一
年

農
地
報
償
の
請
求
は

三
月
三
十
一
日
ま
で

国営小田川地区土地改良事業
方
か
諦
求
書
を
提
出
し
な
け
れ

ば
支
給
さ
れ
ま
せ
ん
。

買
収
さ
れ
た
面
積
が
田
の
場

合
は
一
畝
歩
以
上
、
畑
の
場
合

は
二
畝
歩
以
上
（
畑
二
畝
歩
で

田
一
畝
歩
に
換
算
）
あ
れ
ば
支

給
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

買
収
さ
れ
た
当
時
の
所
有
者

が
死
亡
し
て
も
遺
族
が
請
求
で

国
営
小
田
川
地
区
土
地
改
良

堺
業
は
十
数
年
来
の
悲
願
で
あ

り
、
金
木
町
が
、
五
所
川
陳
市
、

中
里
町
と
共
同
で
、
小
田
川
ダ

ム
建
設
促
進
協
議
会
（
三
上
武

列
会
長
）
と
小
田
川
土
地
改
良

事
業
叩
謝
人
会
（
木
立
民
五
郎

会
長
）
を
組
織
し
、
総
力
を
め

げ
て
逆
動
を
展
開
し
昭
和
四
十

一
年
度
五
千
万
円
の
予
算
が
つ

き
な
か
ら
、
地
元
で
〃
識
成
〃

〃
反
対
″
で
も
め
続
け
て
い
た

た
め
、
股
林
省
で
漕
工
を
兄
合

〃
大
事
業
″
へ
始
動

人
事
の
発
令
も
終
わ
る

○
長
い
間
も
め
続
け
て
い
た
国
悩
小
川
川
地
区
土
地
改
○

○
良
班
業
も
、
つ
い
に
股
林
省
で
滴
工
に
踏
み
切
り
、
○

○
醜
業
所
を
金
木
町
に
没
樋
す
る
こ
と
に
決
定
、
二
月
○

○
十
六
日
付
で
人
邪
の
発
令
を
し
ま
し
た
。
○

一一

△
一
町
歩
以
下
は
一
反
歩
に
つ

き
二
万
円

△
一
町
歩
を
こ
え
二
町
歩
以
下

の
分
は
一
反
歩
に
つ
き
一
万

円
△
二
町
歩
を
こ
え
三
町
歩
以
下

の
分
に
つ
い
て
は
一
反
歩
に

つ
き
六
千
円

△
三
町
歩
以
上
の
分
に
つ
い
て

は
一
反
歩
に
つ
き
一
二
千
円

と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
法
律
は
昭
和
四
十
二
年

三
月
三
十
一
日
ま
で
の
時
限
法

で
す
か
ら
、
該
当
す
る
方
は
お

忘
れ
な
く
農
業
委
員
会
へ
請
求

⑤

書
霧
提
出
し
て
下
さ
い
。

定
の
人
の
醐
励
に
よ
る
も
の
で

あ
り
、
関
係
者
の
自
主
的
な
盛

り
上
が
り
に
よ
る
も
の
で
な
い

は
、
こ
の
地
域
発
展
に
欠
く
こ

と
の
で
き
な
い
事
業
で
あ
り
、

ま
た
、
反
対
巡
動
も
、
一
部
特

よ
う
基
雛
を
縦
術
す
る
こ
と

を
む
さ
ぼ
っ
て
い
た
四
、
○
一

一
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
水
田
に
手
を

加
え
、
近
代
化
股
業
が
で
き
る

た
の
は
、
開
旧
当
時
よ
り
惰
眠

わ
せ
て
い
た
も
の
で
す
。

腱
林
省
で
荊
工
に
踏
み
切
っ

､g‘

撞醐

【事業所に決まった建物】
｜
足
す
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

二
月
十
六
日
付
け
で
発
令
に

な
っ
た
の
は
十
一
人
で
す
が
、

工
堺
が
最
盛
期
に
な
る
と
、
五

｜
と
蜘
榊
熱
誰
姪
挫
奉
幟
酔
の
受

理
、
適
否
の
決
定
、
郡
業
計
画
苫

の
縦
覧
等
、
一
連
の
土
地
改
良

法
に
よ
る
事
務
手
続
き
を
終
わ

り
、
よ
う
や
く
茄
工
に
踏
み
切

っ
た
こ
と
に
よ
り
、
長
い
間
の

紛
争
も
一
応
の
決
茄
か
つ
き
、

い
よ
い
よ
昭
和
四
十
二
年
度
か

ら
本
格
的
に
工
邪
か
進
め
ら
れ

る
こ
と
に
な
っ
た
わ
け
で
す
。

こ
の
事
業
は
総
工
饗
二
十
五

億
円
で
、
小
田
川
上
流
に
ダ
ム

尻
無
と
蒔
田
に
揚
水
ポ
ン
プ
、

頭
首
工
五
か
所
、
幹
線
用
水
路

二
万
二
千
六
百
九
十
一
メ
ー
ト

ル
を
建
設
し
、
三
千
六
百
万
ト

ン
の
用
水
を
確
保
し
よ
う
と
い

う
も
の
で
、
昭
和
四
十
七
年
度

完
成
の
予
定
で
す
。

事
業
所
感
昭
和
四
十
二
年
中

に
建
設
さ
れ
ま
す
が
、
そ
れ
ま

で
の
間
は
、
金
木
町
駅
前
、
田

中
登
蔵
さ
ん
所
有
の
建
物
を
借

り
て
、
「
東
北
農
政
局
小
田
川

展
業
水
利
事
業
所
」
と
し
て
発

＄

農 業大学を開講

●つぎの雲領により､農難大学蕾鯛講し重すので夢．

熟議菫¥
I◎2月28日（火）

蕊
昨
年
の
生
産
者
米
価
要
求
の

副
産
物
と
し
て
生
ま
れ
た
「
稲

作
改
善
対
策
特
別
聯
業
掛
」
が

躯
年
度
中
に
金
木
町
に
四
百
十

四
万
九
千
円
交
付
さ
れ
ま
す
。

こ
れ
は
、
本
県
に
割
り
当
て

ら
れ
た
一
は
七
千
七
百
万
円
を

全
鼎
の
昭
和
四
ト
ー
年
度
米
の

予
約
数
吐
で
比
例
配
分
し
た
額

で
、
予
約
一
俵
当
た
り
四
十
円

強
に
あ
た
り
ま
す
。

こ
の
事
業
賀
は
ひ
と
ま
ず
市

町
村
へ
配
分
に
な
り
、
市
町
村

か
ら
、
稲
作
関
係
の
展
業
磯
械

の
購
入
、
用
排
水
盤
備
、
図
書

十
人
以
上
の
職
員
が
配
属
さ
れ

る
見
通
し
で
す
。

発
令
に
な
っ
た
職
員
は
つ
ぎ

の
と
お
り
で
す
。
（
カ
ツ
『
一
内

は
旧
任
）

▲
所
艮
邪
務
取
扱
い
（
東
北
股

政
局
雌
投
部
艮
）
住
古
功
三

▲
庶
務
課
長
嚇
務
取
扱
い
（
十

三
湖
干
拓
次
長
）
商
柵
幸
太
郎

▲
用
地
課
長
（
十
三
湖
干
拓
用

地
課
長
）
下
斗
米
昌
一
▲
庶
務

係
長
（
津
軽
総
合
開
発
調
卉
那

務
所
庶
務
係
長
）
斎
藤
啓
蔵

▲
庶
務
係
（
十
三
湖
干
拓
服
務

係
）
栗
励
邦
之
▲
服
務
係
（
十

三
湖
干
拓
稲
垣
支
所
）
森
雌
一

郎
▲
庶
務
係
（
東
北
股
政
局
）

和
川
節
子
▲
経
理
係
長
（
雌
上

川
展
業
水
利
経
郵
係
）
平
川
肌

▲
工
班
設
計
係
長
（
泉
田
川
股

業
水
利
設
計
係
長
）
杉
浦
征
治

▲
工
事
係
長
（
八
郎
潟
干
拓
東

三
十
三
三
ｔ
三
三
十
三
三
十
二
三
十
三
三
一
ｆ
三
三
や
三
二
一
や
三

四
百
十
四
万
九
千
円

稲
作
改
善
事
業
費
の
配
分

の
聯
人
、
識
習
会
め
開
催
等
全

生
順
者
が
平
等
に
利
用
で
き
る

甥
業
を
行
な
う
農
業
団
体
に
交

付
さ
れ
る
仕
組
み
に
な
っ
て
い

ま
す
。町

で
は
二
月
二
十
日
、
農
協

土
地
改
良
区
な
ど
農
業
団
体
の

代
表
者
を
架
め
、
事
業
劉
の
配

分
に
つ
い
て
協
議
し
た
と
こ

ろ
、
土
地
改
良
区
（
金
木
、
藤

枝
、
川
倉
）
に
十
五
万
円
、
鰹

協
（
金
木
、
川
倉
、
嘉
瀬
、
冨

良
市
）
に
二
十
五
万
円
を
特
別

事
業
費
と
し
て
配
分
し
、
残
り

を
各
展
協
と
登
録
業
者
関
係
の

部
工
事
第
一
係
）
山
谷
定
雄

▲
工
事
係
（
岩
木
山
麓
開
拓
開

墾
係
）
対
馬
繁

三
上
町
長
の
話
Ｉ
こ
れ
ま
で
の

努
力
が
よ
う
や
く
実
を
結
び
か

け
よ
う
と
し
て
い
る
わ
け
だ

が
、
こ
と
こ
こ
ま
で
き
た
か
ら

に
は
、
関
係
老
全
凶
か
一
致
し

て
蛎
業
推
進
に
協
力
で
き
る
よ

う
な
体
制
を
つ
く
る
こ
と
に
全

力
を
つ
く
し
た
い
。

小
川
川
土
地
改
良
蛎
業
申
訓
人

代
表
木
立
民
五
郎
氏
の
話
Ⅱ
股

林
宙
が
事
業
粁
工
に
踏
み
切
っ

た
と
い
っ
て
も
、
ま
だ
ス
タ
ー

ト
ラ
イ
ン
に
並
ん
だ
だ
け
な
の

で
あ
り
、
〃
展
業
雌
命
″
と
も

い
え
る
こ
の
大
事
業
完
成
ま
で

に
は
多
く
の
難
関
が
横
た
わ
っ

て
い
る
。
い
っ
そ
う
の
ご
協
力

藍
お
願
い
し
た
い
。

団
体
に
予
約
数
凪
に
応
じ
て
配

分
す
る
こ
と
に
決
め
ま
し
た
。

邪
業
費
の
配
分
が
決
ま
っ
た

各
股
業
団
体
で
は
、
三
月
い
つ

ぱ
い
ま
で
に
町
に
対
し
て
堺
業

計
画
杵
を
提
出
し
、
昭
和
四
十

二
年
度
に
柵
業
を
実
施
す
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。

二
子
岳
関
が
帰
郷

ひ
ょ
っ
こ
り

役
場
を
訪
れ
る

金
木
町
妬
瀬
出
身
の
聯
内
力

士
二
子
屈
関
は
二
月
七
日
、
ひ

ょ
っ
こ
り
役
場
を
訪
れ
、
帰
郷

の
挨
拶
を
し
ま
し
た
。

二
子
儒
関
は
不
名
山
中
武
蒋

で
、
こ
と
し
二
十
三
歳
。
猟
瀬

で
展
業
を
営
む
川
中
伊
三
さ
ん

の
長
男
で
す
。
元
横
綱
若
乃
花

の
二
子
山
部
邑
に
締
を
お
き
、

初
勘
所
で
新
人
幕
な
が
ら
、
八

勝
七
敗
の
好
成
緬
を
あ
げ
、
来

場
所
の
番
付
け
で
は
上
位
腕
准

が
約
束
さ
れ
て
い
ま
す
。

二
子
尼
関
は
身
長
一
瞬
七
十

八
審
、
体
五
百
六
キ
ロ
で
、
か
ら

だ
に
は
あ
ま
り
恵
ま
れ
て
い
ま

せ
ん
が
、
相
撲
カ
ン
が
す
ば
ら

し
く
左
四
つ
か
ら
相
手
の
肩
口

に
師
を
つ
け
て
の
寄
り
、
寄
る

と
み
せ
て
の
出
し
投
げ
、
す
く

い
投
げ
な
ど
の
ひ
き
わ
ざ
、
さ

ら
に
は
内
掛
け
、
外
掛
け
、
二

枚
げ
り
な
ど
多
彩
な
投
げ
わ
ざ

を
得
意
と
し
、
相
撲
解
説
者
神

風
正
一
氏
な
ど
は
、
二
子
岳
関

の
相
撲
ぶ
り
や
風
ぼ
う
か
ら

「
絶
対
人
気
の
で
る
力
士
」
と
太

鼓
ば
ん
を
押
し
て
い
ま
す
。

二
子
岳
関
は
「
か
ら
だ
の
大

き
い
相
手
ば
か
り
な
の
で
苦
労

す
る
が
、
郷
土
の
期
待
に
そ
む

か
ぬ
よ
う
が
ん
ば
り
ま
す
」
と

力
強
く
語
っ
て
い
ま
し
た
。

軍
I

め
ぐ
ま
れ
な
い
家
ゞ

庭
に
も
楽
し
い
旧
正
一

る
月
を
お
く
っ
て
も
ら

で
・
舞
う
た
め
に
実
施
し
た

、
円
Ⅲ
正
歳
末
助
け
合
い

骨
雍
巡
勤
で
、
十
一
万
一

馴
川
千
七
百
円
の
お
金
か

末
錐
ま
り
ま
し
た
。

歳

町
で
は
、
こ
れ
を

畦
百
七
十
一
の
生
活
保

捜
家
庭
へ
配
分
し
ま

し
た
。

各
学
校
の
卒
業
式

昭
和
凶
十
一
年
度
の
卒
業
式

は
つ
ぎ
の
日
秘
で
行
な
わ
れ
ま

す
。一

、
三
月
六
日
（
月
）

金
木
商
導
学
校
午
前
十
時

一
、
三
月
十
六
日
（
木
）

各
中
学
校
午
前
十
時

一
、
三
月
二
十
三
日
（
木
）

各
小
学
校
（
蒔
田
小
を
除
く
）

午
前
十
時

一
、
三
月
二
十
四
日
（
金
）

蒔
田
小
学
校
午
前
十
時

一
、
三
月
二
十
四
日
（
金
）

金
木
文
化
服
装
学
院午

前
十
時

タ
バ
コ
は

町
内
の
店
で

そ
れ
だ
け
、
町

の
収
入
が
増
え

ま
す
。

【役場を訪れた二子岳関、左は成田助役】

町
民
の
皆
さ
ん
、
住
民
税
の
申
告
期
が
ま
い
り
ま
し
た
。

町
税
務
課
で
は
、
樹
さ
ん
の
使
血
を
は
か
る
た
め
、
左
記

日
緑
に
よ
り
申
告
を
受
付
け
い
た
し
ま
す
か
ら
、
耐
れ
な

く
申
告
し
た
下
さ
い
。

な
お
、
所
得
税
及
び
耶
業
税
の
叩
併
者
に
つ
い
て
は
、
所

得
税
及
び
邪
業
税
の
申
告
と
同
時
に
叩
告
を
受
付
け
い
た

し
ま
す
。

、
申
告
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
方

１
、
町
内
に
住
所
が
あ
る
個
人
（
昭
和
四
十
二
年
一
月

一
日
現
在
）

。
申
告
に
必
要
な
も
の

１
、
認
印
、
保
険
証

２
、
そ
の
他
医
娠
間
控
除
、
保
険
料
控
除
等
を
受
け

る
方
は
へ
そ
の
支
払
い
額
を
証
明
す
る
も
の
。
た

だ
し
斫
得
税
の
申
告
で
税
務
群
に
提
出
し
た
場
合

は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

、
も
し
、
巾
告
し
な
け
れ
ば

扶
養
控
除
や
そ
の
他
の
控
除
が
受
け
ら
れ
ず
、
税
金

を
多
く
支
払
う
こ
と
に
な
り
、
大
変
狐
を
し
ま
す
。

記
Ｑ

昭
和
四
十
二
年
度
住
民
税
申
告
受
付
け
日
程

、
喜
良
市
支
所
受
付
毎
日
午
前
九
時
よ
り

午
後
四
時
ま
で

二
月
二
十
日
更
生
部
落
、
林
町
、
北
本
町
、
下
町

二
十
一
日
東
糊
兄
町
、
野
崎
、
南
本
町
、
川
端
町

二
十
二
日
西
岩
見
町
、
下
派
立
、
上
柏
木

二
十
四
日
上
派
立
、
双
葉
町
、
下
柏
木

、
嘉
瀬
支
所

二
月
二
十
七
日
束
町
、
上
派
立
、
屯
町
、
下
鍛
冶
町

二
十
八
日
上
小
栗
崎
、
中
派
立
、
冷
水
、
ｔ
鍛
冶
町

三
月
一
日
中
小
栗
崎
、
下
派
立
、
畑
中
、
新
誠
町

二
日
下
小
栗
崎
、
上
昭
和
町
、
後
町
、
新
堤
町

三
日
上
新
町
、
下
昭
和
町
、
下
古
町
、
下
中
柏
木

六
日
下
新
町
、
本
町
、
上
古
町
、
上
中
柏
木

、
金
木
町
役
場

三
月
七
日
川
倉
（
上
）
、
山
遊
町
、
藤
枝
、
朝
日
町

八
日
三
軒
町
、
神
原
、
米
町
、
若
松
町

九
日
昭
和
町
、
大
東
ケ
丘
、
川
愈
（
下
）
、
湯
の
川

十
日
神
明
町
、
蒔
出
、
田
町
、
兄
崎
町

十
三
日
寺
町
、
芦
野
町
、
新
漉
町
、
小
川
町

十
四
日
川
端
町
、
沢
部
、
南
新
町

十
五
日
栄
町
、
浦
町
、
本
町

税務署からのお知らせ

所
得
税
の
確
定
申
告
と
納
税
の
時
期
か
き
ま
し
た
。

二
月
十
六
日
か
ら
三
月
十
五
日
ま
で
が
そ
の
期
間
で

す
。
こ
と
し
か
ら
、
納
税
者
の
手
数
を
省
く
た
め
、

所
得
税
の
確
定
申
告
を
し
た
人
は
事
業
税
・
住
民
税

の
申
告
を
し
な
く
て
も
よ
い
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

２
月
羽
日
と
３
月
１
日
に

納
税
相
談
所
を
開
設

み
な
さ
ん
の
申
告
や
納
税
の
相
談
の
た
め
、
二
月

二
十
八
日
と
三
月
一
日
「
納
税
相
談
所
」
を
金
木
町

役
場
で
開
設
し
ま
す
か
ら
ご
利
用
下
さ
い
。

納
税
に
は
便
利
で
確
実
な

「
振
替
納
税
」
を
お
す
す
め
し
ま
す

所
得
税
の
納
税
に
は
便
利
で
確
実
な
「
振
替
納
税
」

を
お
す
す
め
し
ま
す
。
「
振
替
納
税
」
と
は
、
税
務

弱
で
納
付
轡
を
銀
行
に
送
付
し
、
銀
行
で
そ
の
人
の

預
金
口
座
か
ら
振
替
し
て
納
税
し
、
領
収
書
を
納
税

者
に
渡
す
と
い
う
方
法
で
す
。

所
得
税
の
申
告
と
納
税
は

２
月
帽
日
か
ら
３
月
幅
日
ま
で
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